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ふくい未来技術創造ネットワーク推進事業における 

可能性試験調査研究テーマの採択決定について 

 

(財)若狭湾エネルギー研究センターおよび(公財)ふくい産業支援センターでは、他県に比べて優れている技術

等を基に、更なる技術開発を推進し最先端技術を創出することで、県内に新たな産業クラスターの形成を目指す

「ふくい未来技術創造ネットワーク推進事業」に取り組んでおります。 

本事業の一環として、両財団では、市場拡大が見込まれる分野における事業化、新商品開発等の促進を目的と

して、平成２４年度の「可能性試験調査研究」を公募（４月９日に発表済み）したところ、２１件の提案があり、

審査の結果、別紙の１７件を採択しましたのでお知らせします。 

 

 

「可能性試験調査研究」公募概要 

 

１ 研究調査分野 

研究調査テーマ：次の４つの分野のいずれかに該当すること。 

① 分散型発電・携帯エネルギー 

② モバイル・ＩＴ機器 

③ 次世代自動車部品 

④ ニュー セーフティー プロダクツ（未来の安心・安全を創造する高品質社会関連製品） 

 

活用する技術：次の５つの技術分野のいずれかに該当すること。 

Ⅰ 先端マテリアル創製・加工技術 

Ⅱ チタン・マグネシウム加工技術 

Ⅲ レーザ高度利用技術 

Ⅳ バイオテクノロジー 

Ⅴ 原子力・エネルギー関連技術 

 

２ 応募対象者（研究調査グループ） 

福井県内の産業界、公設試験研究機関および県内外の大学等から参加する研究者で構成されるグループ（産

学官、産学または産官） 

 

３ 支援額（研究調査経費） 

１テーマにつき、２００万円を限度とする。 

 

４ 募集期間 

平成２４年４月９日（月） ～ 同５月１１日（金） 

 

別紙 平成２４年度 可能性試験調査研究 採択一覧 

(財)若狭湾エネルギー研究センター 

産業育成部 北瀬、大丁、山口   

TEL:0770-24-2300（代） 

(公財)ふくい産業支援センター   

技術開発部  上山、雲竜、小林   

TEL:0776-55-1555（代） 



平成２４年度可能性試験調査研究　採択一覧
【(財)若狭湾エネルギー研究センター】 （掲載は県内企業五十音順）

テーマ名
研究調査分野

（研究調査テーマ）
研究調査分野
（活用する技術）

グループ構成員
（県内企業：先頭に記載）

研究調査の概要

消臭和紙の研究調査 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

石川製紙［越前市］、日本原子力研究開
発機構

ｶﾙｼｳﾑ、ｱﾙﾐﾆｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑを和紙に配合し、ﾀﾊﾞｺ臭や下駄箱の
臭いに対して消臭効果の即効性及び持続性を発揮する金属化合
物の効果を研究調査する。

ﾓﾊﾞｲﾙ端末のｾﾝｻ機器を用いた距離計測技術に関す
る研究調査

②モバイル
　・IT機器

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

江守商事［福井市］、関西大、阪南大、
大経大、ｼﾋﾞﾙｿﾌﾄ開発

ﾓﾊﾞｲﾙ端末に搭載されている加速度ｾﾝｻやｼﾞｬｲﾛｾﾝｻ、ｶﾒﾗ、ﾚｰｻﾞ
の機能を活用し、安価で容易な全く新しい距離計測技術を開発す
る。

光ﾌｧｲﾊﾞｾﾝｻ実装における可能性試験調査研究 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

熊谷組［福井市］､日本原子力研究開発
機構、福井大

高温大型ﾌﾟﾗﾝﾄの耐震安全性を監視する要素技術として、構造物
の歪み・温度の測定可能な光ﾌｧｲﾊﾞｾﾝｻの開発の一環として、ｾﾝｻ
設置方法の検討及び設置時の感度検証を行う。

革と和紙を融合させたﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ和紙の研究開発 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

ｹｲ・ｴｽ・ﾃｨ・ﾜｰﾙﾄﾞ［福井市］、日本原子
力研究開発機構

革製品の製造過程で廃棄される廃皮粉と、和紙の原料である楮及
び三椏に高吸水性ｾﾙﾛｰｽｹﾞﾙを加え革の高級な質感と軽く強い和
紙の風合いを併せ持ったｴｺﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ和紙の製品化を目指す。

ｱﾗﾐﾄﾞ繊維強化ｺﾞﾑ資材の電子線照射による改質 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

KOSUGE［坂井市］、福井大 ｴﾎﾟｷｼ樹脂を接着剤として、ｺﾞﾑ資材にｱﾗﾐﾄﾞ繊維を接着させたもの
に電子線を照射することで、ｴﾎﾟｷｼ樹脂の界面接着力および靭性
を向上させ、強度の高いｺﾞﾑ素材を開発する。

魚腸可溶化物による海洋生物増殖資材の開発と実証
試験

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

ｻｶｲｵｰﾍﾞｯｸｽ［福井市］、福井県大 平成２３年度試験にて魚腸可溶化物溶出構造物を海域に設置する
ことで生物増殖量および集魚効果が向上することが確認された。
今年度は沖合でも使用可能な簡易型の溶出資材の開発及び可溶
化物の効率的な補充方法の検討を行う。

電子線照射を活用した超耐熱、超耐久性の漆塗り食
器の開発

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

漆琳堂［鯖江市］、福井大、県工業技術
ｾﾝﾀｰ

電子線照射技術を用いて、食器洗浄機等の使用に耐える耐熱性
および耐久性など高い機能を備えた、外食産業界の要求に応える
樹脂製漆器を開発する。

電子線照射による高機能繊維補強ｼｰﾄの開発 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

SHINDO［あわら市］、福井大 電子線照射技術を用いて、高温雰囲気下でも低融点熱可塑性成
分が溶出しない繊維ｼｰﾄを開発する。平成２３年度試験で照射によ
り溶出温度が上がることが明らかになったことから、最適な照射条
件を検討し、加工効率向上に取り組む。

ﾏｲｸﾛ波検出技術を用いた低圧ｹｰﾌﾞﾙの経年劣化測
定技術の実用化研究

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

TAS［敦賀市］、福井工大、日本原子力
研究開発機構

原子力ﾌﾟﾗﾝﾄの高経年化対策の課題の一つである高分子材質被
覆ｹｰﾌﾞﾙの高温、放射線環境下での劣化を高精度且つ非破壊で
容易に測定する手法を開発する。

圧力ｽｳｨﾝｸﾞ吸着法を用いた二酸化炭素の回収と植物
栽培への有効利用の方法の検討

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

ﾅｶﾃｯｸ［坂井市］、若狭湾ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾ
ﾝﾀｰ

吸着剤を用いて大気中の二酸化炭素を回収したことにより、植物
の育成に二酸化炭素を供給する育成方法の、ｼｽﾃﾑ最適化や装置
の小型化、省ｴﾈ化を図る。

ｼﾘｺﾝ系難燃剤を使った耐久性に優れた防火服の開
発

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

ﾐﾂﾔ［福井市］、福井大、県工業技術ｾﾝ
ﾀｰ

安価で優れた物性を持つﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維にｼﾘｺﾝ系難燃剤を加え、
防火服や遮熱ｶﾊﾞｰなどに用いる耐久性に優れた難燃性素材を開
発する。

ﾃﾞﾓﾚﾝｽﾞ大量照射技術の開発 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅴ原子力・エネルギー
　関連技術

若吉光学工業［鯖江市］、日本原子

力研究開発機構

電子線照射技術を用いて、ﾎﾟﾘ乳酸製ﾃﾞﾓﾚﾝｽﾞの製品開発に取り
組む。平成２３年度試験で明らかになった大量照射の際に蓄熱でﾚ
ﾝｽﾞが白化する課題に対し、効率的な冷却を検討する。

【(公財)ふくい産業支援センター】 （掲載は県内企業五十音順）

テーマ名
研究調査分野

（研究調査テーマ）
研究調査分野
（活用する技術）

グループ構成員
（県内企業：先頭に記載）

研究調査の概要

ﾗｯｷｮｳ･ﾌﾙｸﾀﾝを利用した、細胞／組織凍結液の構築 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅳバイオテクノロジー ｴﾙ･ﾛｰｽﾞ［福井市］、福井大、県食品加
工研究所

ﾗｯｷｮｳ由来のﾌﾙｸﾀﾝを利用した、細胞や組織凍結に適した凍結液
の組成を検討・実現可能性を探り、凍結液に適したﾌﾙｸﾀﾝを工業
的に大量調製する技術を検討する。

EV用非接触充電ｼｽﾃﾑにおける軽量・高効率化の開
発に向けた調査と試験

③次世代
　自動車部品

Ⅰ先端マテリアル創製
　・加工技術

協和電線［坂井市］、福井大、県工業技
術ｾﾝﾀｰ

電気自動車への非接触による充電ｼｽﾃﾑである電磁誘導方式につ
いて調査研究を行う。また、銅製一次ｺｲﾙに対するｱﾙﾐ製の二次ｺｲ
ﾙについて調査研究する。

ﾁﾀﾝ加工技術を用いた医療機器分野への参入可能性
調査および試験調査

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅱチタン・マグネシウム
　加工技術

西村金属［鯖江市］、ｲﾜｼﾀ、福井大、県
工業技術ｾﾝﾀｰ、福井商工会議所

脳外科手術用頭部固定器具及び同ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ型ﾁﾀﾝﾋﾟﾝに関す
る市場可能性調査、技術的課題の明確化等を行い、県内基盤技
術を活用した新たな展開と医療分野への進出の可能性を確認す
る。

福井梅を利用した安心・安全ご当地ｺｽﾒに関する調査 ④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅳバイオテクノロジー 日華化学［福井市］、星薬科大 福井県名産である「福井梅（紅映）」の化粧品分野での用途を開拓
し、福井梅ｴｷｽの機能性を付与したご当地ｺｽﾒとして化粧品を商品
化へつなげる。

ﾚｰｻﾞによる無遮断血管ﾊﾞｲﾊﾟｽ手術用ﾁﾀﾝ製吻合補助
ｸﾘｯﾌﾟ接合技術と試作品による適応可能性の調査

④ニュー・セーフティ
　・プロダクツ

Ⅲレーザ高度利用技術 ﾖｼﾀﾞ工業［鯖江市］、福井大、県工業技
術ｾﾝﾀｰ、日本原子力研究開発機構

ﾌｧｲﾊﾞｰﾚｰｻﾞ・YAGﾚｰｻﾞ・CO2ﾚｰｻﾞなどによる接合技術の調査と試
験により、吻合手術用補助ｸﾘｯﾌﾟの適応可能性について調査・研究
を行う。


